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　東海地震等の巨大災害に備えて、1999年から大学の安否情報システムの開発に取り組んで
いる。現在は防災情報システム関連として下記の4つの研究を行っている。
（1）安否情報システム

　大規模災害時には安否確認が不可欠であり、対災害性の高い安否情報システムが求め
られている。新たに開発したクラウド型安否情報システムの運用と改良を行っている。

（2）災害情報共有システム
　東海地震ドットネットシステムを開発し、実運用することにより災害ボランティア関
係者の情報共有の促進を目指している。

（3）防災支援アプリケーション
　南海トラフ巨大地震などの被害を軽減するため、近年急激に普及しているスマート
フォン向けの防災支援アプリケーションを開発している。

（4）自立型防災通信ステーション
　太陽電池による自立型電源と衛星インターネットを利用した防災通信ステーションを
開発している。 
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本研究はICTイノベーション研究センター活動としても取り組んでいま
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